




　コクサッキー B ウイルスは実験的に高率に心筋炎を惹起し,ヒトにおいても

これによる発症ほ知られている。ヒトの原発性心筋症のうちのかなりのものは

心筋炎後の病変であると推定されている。しかしうっ血型,肥大型などに分類

される心筋症の各型それぞれへ心筋炎から移行するものであるか,また移行し

たとしても,異った型へと移行せしめるための要因は何であるかについてはほ

とんど不明である。今回は ddy マウスの 4/1/2 週令の若い成熟動物にコクサッ

キー B3 Nancy 株を接種し最短 2 週より最長 40 週までの期間で屠殺し,病理組

織学的,免疫組織学的ならびに超微形態学的に検索し,心筋炎より心筋症への移

行の可能性,その機序について検討した。


